
今月は『認定看護師の自己紹介』特集です。

当院には、現在７分野10名がいます。特定行為
研修を受けた認定看護師もいます。

『どのような活動をしているか？』『どのよう
な事で役に立ちたい！と考えているか』

是非ご覧になり、わたし達をご活用ください。
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認定看護師会

認定看護師だより



主な活動

⚫痛みや息苦しさ・倦怠感・吐き気・食欲不振・リンパ浮腫
などの苦痛症状に対するアセスメントとケア

⚫日常生活に対する不安や、予測がつかない今後への不安など、精神
面・スピリチュアル面のサポート

⚫がん診断時よりどの時期であっても、患者さんや家族の意思決定の
サポート

⚫緩和ケアチームによる苦痛症状緩和に向けて多職種と協働し
サポート

⚫がん相談

緩和ケア認定看護師 神田 尚代

緩和ケアの役割は、患者さんやご家族の意思を尊重し、病気に伴って抱えている
様々なつらさを早期より和らげ、 QOL（Quality of Life：生活の質）を高める
役割を担っています。

地域緩和ケアの普及院内
緩和ケアの質の向上

連絡・相談先：７３⁻５０００
地域連携室・がん相談支援センター

地域医療従事者様からの
ご相談も対応いたします。



感染管理認定看護師

・医療関連感染の予防・システムを構築し、

医療関連感染の予防と管理を実践します。

・病院に関わるすべての人々を感染の

リスクから守ります。

前竹 明美（まえたけ あけみ）

上土井 麻紀（じょうどい まき）



救急看護認定看護師
救急看護認定看護師の役割

突然の発症や慢性疾患の急性増悪など

予期せぬ状況の患者様とご家族に対する看護の

提供

角 順子

（すみ じゅんこ）

所属：HCU

日本赤十字九州国際看護大学

救急看護認定看護師課程2013年卒業

東海林 美貴

（しょうじ みき）

所属：救急病棟

救急センター含む

日本赤十字九州国際看護大学

救急看護認定看護師課程2017年卒業

具体的な活動

院内
トリアージ

急変
対応

フィジカル
アセスメント

RRT
蘇生
教育

家族
看護



がん化学療法看護認定看護師
廣川玲奈

抗がん薬を安全に取扱い、患者さんに適切に投与す

る役割があります。
また、抗がん薬による副作用症状の緩和や患者さんが
自分で副作用に対してケアを行なうことができるよう
に支援をしています。

・がん薬物療法の投与管理と副作用のケア。

・自宅や施設での曝露対策。
がん薬物療法に関する不安や疑問などの相談など
気軽に相談ください。
くまもと県北病院 外来化学療法室



➢認知機能の低下があり生活がしづらい方に対して、

• 安心・安全な生活・療養環境の調整

• 認知症の行動心理症状の予防や緩和

• 看護職者に対する指導・相談

• 地域におけるケアマネジメント など

１つ１つ丁寧に向き合い、

介入していきます。

認知症看護認定看護師
篁 薫



皮膚・排泄ケア認定看護師
日田 さやか

★主な業務★

○創傷（褥瘡）管理

○ストーマケアなどの排泄管理

○難渋症例への介入

○スタッフ教育

○院内外の相談窓口

○患者・家族へのセルフケア指導

継続看護に向けた調整 など

相談
お待ちして
ます！



摂食嚥下障害看護認定看護師
川野 陽子・浦野 仁美

摂食嚥下スクリーニング評価を行い、

日常生活の中でできるリハビリを介入します。

誤嚥性肺炎・窒息など「食べることによるリスク」、
脱水、低栄養、楽しみの喪失など「食べないことに

よるリスク」に対し多職種と協働し介入します。

摂食嚥下障害や低栄養状態にある方へ「栄養サポートチーム」
医師・歯科医師・管理栄養士・セラピスト・薬剤師と活動します。
「食べること」や、「お口のこと」 など ご相談をください


